
昭和59年4月10日発行

8
蹟
…
響

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹57－3111番）・発行／毎月10日

／10
April
□330号□

購

灘

羅

垂

　
　
　
　
醸
慧

　
　
　
　
　
籠

養

舞　
舞 　
　
　
　
鑛

　
　
　
灘

羅

　
鞭
瓢

装

議

萎
響

㎜
躍
蝋
灘
糟

　籔　　　羅
灘

　瓶
鵬

錨　
灘

難
蝋

聞
　灘

灘

灘灘　　
藻

　
　
　
　

馨

灘

醸

懇

　垂

輩

霧

萎

磁

叢

鍵

蒙

灘

胤

鐘
盤

　
　
舞
撚

　
　
　
灘

　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
墜

　
　
　
　
　
　
聯

聾

羅

纈

噸

灘驚讐

　
　
　
　
　
藝

纏　欝
轍

　
　
難

　　　

灘
弊

灘

嚢 灘　　
　
灘

　　灘1

嚢
講

華

、灘糊

灘

臨

毫．

燃

馨

蘂

鍵　
蝶

無

　
響

鱗

　　　
　
　
　
鰯

獅

蝋

難灘難

聾

’浄糠

　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
㎜

灘

　 騰

蘂

轟

繭’　＾難i鷺
　講・嚢．．

講　　　　　：

響　．

，騨鐸

藪　』

轟

蒙
垂 蕪

懇

難難鍵　　購
，塾灘

箋
噸 慧

遜

膨ノ
　　　　　　　躾 麹i謹欝

聡

懸

謡
羅

鷺

灘，一

㈱鰍蝋鰍

鱒　　　　　　　欄

難

鮪醐緊 灘難箋峯繍灘譜畿灘畿鐵灘欝

、．㈱糠繍
撒価　嚇醐噸醸

欄＿繍麟鐵繍論

灘　　　響
講編醸’

』、一



上

雛

蝋

市制施行・・…
雛鰯

鷲

　
　
　
骸

　
　
　
　
　

議
，
縄
輩

薩
　
．

　
磁

　　義i難灘嚇》和29
年

∞∞
り
馨
九
年
三
－
三
＋
一
－
に
＋
日
町
市
が
誕
生
し
て
以
来
今
年
で
哩
に
な
∞
　

献
こ
の
而
立
の
年
を
迎
え
、
過
去
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
市
の
将
来
へ
の
方
向
蕊

　
を
定
め
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
各
種
の
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

　
ら
の
事
業
は
”
市
民
総
参
加
”
　
”
現
状
認
識
”
　
”
将
来
に
向
か
っ
て
”
と
い
う
三
本
の
柱

　
を
基
本
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
た
り
、
全
国
の
市
町
村
の
状
況
調

　
査
な
ど
も
行
い
、
昨
年
か
ら
検
討
を
進
め
て
来
た
も
の
で
す
。

　
　
三
十
周
年
の
テ
ー
マ
は
「
明
日
に
の
び
ゆ
く
十
日
町
、
い
ま
、
ふ
る
さ
と
は
3
0
年
」
と

献
　
　
　
　
　
、

献
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
現
在
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
伽

饗
事
業
も
、
市
民
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
目
的
を
達
成
で
き
る
も
の
で
鵡

献
あ
り
ま
せ
ん
。

伽献
　
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
時
代
の
到
来
を
間
近
か
に
し
た
現
在
”
三
十
周
年
〃
は
、
こ
れ

献
か
ら
も
永
遠
に
続
く
十
日
町
市
の
ひ
と
つ
の
通
過
点
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
節

∞∞

”
30
年
の
歩
み
”
発
刊

　
三
十
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
「
3
0
年
の
歩
み
（
写
真

集
）
」
を
編
集
し
、
市
内
全

世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
制
施
行
当
時

か
ら
現
在
ま
で
の
市
勢
の
発

展
を
写
真
や
出
来
事
で
つ
づ

り
、
市
民
み
ん
な
で
二
十
一

世
紀
へ
向
け
た
市
の
将
来
を

考
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
と
し
て
は
、
市
の
現
状
、

三
十
年
の
歩
み
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、

歴
代
市
長
、
市
議
年
譜
な
ど
の
ほ
か

市
民
の
皆
さ
ん
と
深
く
関
係
の
あ
る

市
役
所
業
務
を
掲
載
し
た
「
く
ら
し

の
便
利
帳
」
が
ひ
と
つ
の
特
色
。

（
B
五
版
・
四
十
ぺ
ー
ジ
）

灘
翻
脇

全
国
雪
シ
ン
ポ
・
国
際
交
流
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
を
重
点
事
業
と
し
て

豪
雪
地
帯
の
あ
す
の

　
　
百
年
を
き
り
拓
く

　
　
　
ー
全
国
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー

　
豪
雪
地
帯
に
住
む
私
た
ち
が
、
二

十
一
世
紀
を
展
望
し
た
中
で
、
あ
す

の
百
年
の
た
め
、
子
孫
の
た
め
に
、

い
か
な
る
地
域
づ
く
り
を
し
、
い
か

な
る
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
な
の
か

を
、
同
じ
問
題
意
識
を
も
つ
全
国
の

有
志
に
呼
び
か
け
、
考
え
、
討
議
す

畜
全
国
レ
ベ
ル
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

す
。
こ
の
成
果
は
、
同
時
に
開
催
す

る
「
豪
雪
対
策
技
術
展
示
会
（
実
験

は
、
三
年
間
）
」
に
参
加
の
技
術
の

紹
介
と
併
せ
て
、
世
界
一
の
豪
雪
地

か
ら
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
克
雪

対
策
に
つ
い
て
国
等
の
具
体
的
施
策

に
つ
な
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
十
月
の
二
日
間
ク
ロ
ス
ー
0
を
会
場

（
実
験
会
場
は
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー

隣
地
）
仁
開
催
す
る
予
定
で
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
際
交
流
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
基
金
の
募
金
活
動

　
青
少
年
の
国
際
親
善
交
流
の
促
進

と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
の
た
め
に

　
　
記
念
式
典
は
、
十

　
記
念
式
典
は
、
十
一
月
三
日
（
文

化
の
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
二
十
周
年
の
と
き
に
制
定
さ
れ
た

市
民
憲
章
に
作
曲
を
す
る
こ
と
や
、

市
政
功
労
者
等
の
表
彰
、
論
文
・
図

基
金
（
五
千
万
円
…
内
訳
市
が
一
千

万
円
、
寄
付
金
四
千
万
円
。
現
在
、

約
千
六
百
万
円
）
づ
く
り
を
行
い
、

そ
の
運
用
収
益
に
よ
り
助
成
を
す
る

も
の
で
す
。
す
で
に
市
内
の
法
人
、

団
体
、
体
協
等
に
呼
び
か
け
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
、
市
民
全
体
や
、

学
校
、
文
化
サ
ー
ク
ル
な
ど
幅
広
い

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
が
、
全
国
的
に
有
名
な
講
師
を
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。

一
月
三
日
を
予
定



昭和59年4月10日とおガ詐3’（3）

テーマ黛明日にのびゆく十日町、今、ふるさとは30年“

0、 事　業　名 実施時期 内　　　　　　　　　　　容

1
国際交流・文化スポーツ

基金募金活動 1　力　年
後世に残す全市民共有の基金づくり

2 全国雪シンポジウム 10月（2日間）
テーマ“豪雪地帯のあすの百年をきり拓く。
●特別講演、パネルディスカッション等●豪雪対策技術展示会

3 記　　念　　式　　典 11月3日（予定） 市政功労者特別表彰。市民憲章の曲発表。記念講演会など。

4
植　　　樹　　　祭 6　月中旬 吉田小泉地内の市有林に杉の記念植樹（500本）

　　　F｝お　も　い　で事業 10月中旬
十日町総合公園に58年出生の子どもの誕生記念。
“山つつじ、　（600本）

5 グリンロード事業 6　月　～ 事業着手（延長＝560m、幅＝8～10m、面積5，050m2）

6 総合体育館竣工式典 12月23日
午前…式典とスポーツ健康都市宣言
午後…バスケットボール女子リーグ公式戦（4チーム）

7

30年の歩み写真集 4　月上旬 B5版、40ぺ一ジ（くらしの便利帳含む）全世帯に配布。

広報ビデオ制作 （60年）3月
自然、風土、産業等にスポットを当て、暮らしに関連したビデ
オ製作。

ふる里の植物写真集 （60年）3月 小学校3年～中学校1年生用の教材。
B5版62ぺ一ジ（写真約170枚）

8 記念塔建設市民憲章の啓発 4　月　～
記念塔…総合体育館前、タイムカプセル埋設。
市民憲章に曲、一般公募

9 論文・図画募集 6月～11月
テーマ“明日にのびゆく十日町、今、ふるさとは30年“
論文、作文、図画コンクール。

10 明治・大正・昭和
十日町のあゆみ展

10月上旬～11月 30周年記念及び博物館5周年記念として地域のあゆみを写真構成

11 克　雪　フ　ェ　ア 10月（2日間） 全国雪シンポジウムに併せて開催。

12 30　周　年　P　R 4　月　　～ タレ幕や記念封筒作成

13 きもの首都づくり 4　月　～
きもの首都づくりに向けて事業着手
（きもの首都宣言、フォーラムなど）

14

スポーツ健康都市宣言 6　月　～ 駅伝競走大会（％）5万市民ラジオ体操大集会（％）など

健康づくり大会 11月下旬 “自分の健康は自分で守る、調和のとれた健康づくりの推進。

15 市民一斉清掃日制定 5～11月（毎年）
毎月10日午前6時～7時…道路・公園等の清掃。
年2回は測溝・河川。

16 障害者福祉大会 10月21日 パネルディスカッション、講演・作品展示など

17 イタリアン・フェア 4月28日～5月6日 〈別　　掲＞

18 記念コ　ンサー　ト 7月～10月 市内小・中学生合同音楽祭や市民コンサートの開催

黙太陽の国から

　ボンジョルノ“

イタリアン・フェア

クロス10

％～％

◎イタリア物産展示

　即売会

　％～％

●グッチやフェンデ

ィなどの皮製品から

ワイン、スパゲッテ

ィ、マカロニまでの

イタリア製品を紹介

◎イタリア・ワインの集い

　％　17：00

　〈会員募集中〉

◎イタリア音楽のタベ

　％（2回）

　一　般1，000円

　小中高生　　500円

　（発売中）

◎イタリア料理講習会

％10：00～、14：00～

　　　　（2回）

　＜受講生募集中＞

◎イタリア観光写真展

展モコ
市
％

都
　
～

妹
姉
％

◎

ズ
リ
N

シ舗
著
婁
が
叢
体
繭
鷹

参
翻
蕪
き
る
鈎
周
華
麟

　蕎霞鱗議
庭野茂難欝ん
備誉業鵬翻

覇
欝
戴
鱗
馨
欝
懸
縁
熱
灘
然
⑳
鐵

遷
灘
獲
懇
寮
叢
翻
搬
㎜
欝
釜
灘
周
鑑
灘

顯
講
難
繕
講
繋
鐵
灘
灘
縷
鎌
噸
癒
繍

嚢
瀧
懇
．
叢
趨
辮
漿
懸
叢
欝
難
醗
率

耀
難
懸
辮
感
鐵
難
馨
議
．
議
齪
灘
鐙
欝

繕
灘
講
叢
灘
縫
欝
蓬
簸
灘
灘
議
縷
饗

蓬
鷺
鑓
㎜
㎜
難
驚

、
纐
難
羅
懸
．
講
鶏
驚
獲
懇
癬
懸
鞭

癒
謹
蓬
難
駿
撚
懸
薮
獅
薄
発
懇
瀬
蕩

灘
選
雛
羅
感
叢
薦
燕
鱗
懸
鐙
巻
麹
灘

襲
難
騰
灘
灘
懸
毬
鐙
藻
．
．
董
雛
周

羅
禦
懸
簸
灘
雛
懇
感
覚
懸
耀
蟹
講
欝

難
獲
懸
鰻
馨
灘
鞭
懸
懸
懸
雛
．

　
灘
鱗
灘
灘
穣
．
欝
繍
欝
灘
棄
趨
灘

懸
灘
懸
棄
叢
懸
藩
灘
灘
藤
雛
ー
蒙
ー

叢
難
饗
灘
躍
鞭
磯
難
鶏
裁
雛
㎜
懸
滋

驚
蟻
撒
議
糊
礫
繊
麟
縷
躍
懸
爾
。

p
霧
舗
灘
鹸
業
審
懸
，
、
覆
嚢
蹴
叢
麟
雛
纐

縣

き、

懸
懸
漁
…
繋
型
に
し
だ
こ
と
が
一
番

葎隣

籍
毯
驚
η
楠
騨
零
恥
§
譲
§
鷺
隷

籔
謹
露
㊤
蓬
》
窯
護
《
麟
菊
o
隣
》
頴
畷
擾

讐
一
墨
疑
葎
記
念
〉
の
文
業
戴
壌
驚
、

毯
黛
赤
、
鷺
．
緑
蓬
藍
種
類
欝
蟻

の
瀞
為
嬢
諜
謙
。

覇
牽
．
羨
の
諜
叢
楼
綴
慧
懸
灘
鰹
縷

懇
趨
嶽
撚
叢
讐
懇
義
灘
感
ぽ
饗
雛
鯵

総
護
鞍
．
難
鱗
灘
轟
磯
議
繋
雛
爆
灘

欝
逡
蓬
鐵
躍
蓬
毒
羅
顯
鑑
羅
蕪
鑛
繊

澱
逡
塗
慧
饗
鱗
糞
躍
、
纐
織
．
欝
灘
懇

糠
懸
凝
陵
難
鱒
．
儀
灘
雛
購
繋
境
螺

灘
繋
螺
．
纈
聞
擦
羅
鍵
奮
難

纒
鶏
繋
一
．
嶽
懸
命
鱒
漁
癒
麟
き
瀧
鹸

錨
鐵
綴
撫
鐵
鞍
総
藩
溝
欝
藩
総
諜
灘

綴
灘
懸
難
難
難
嚢
儲
灘
惣
認
灘
響
簸

…
癒
滋
鞍
．
蘇
羅
鎌
瞬
灘
護
瀞
感
縷
鑛

義
叢
奮
。

勤鋼▼“
躍縄網“醒網
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新
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

皿一丁丁τ



灘

いそう各樋ち蓬）榔

　　　　　　　　　　　　　督

　　　　　　　　　　 ．一↓＿

市体育課長

梧沢　英男

撒

　　～新しい発想豊かなメニュー～

　「みんなのスポーツ（だれでも・いつで

も・どこでも）」が市民各層に根をおろし

てきました。たいへん喜ばしいことです。

　今年は市制施行30周年、十日町市総合

体育館・スポーツハウス建築など多くの

記念事業を計画し，またスポーツ健康都市亘言も予定
しています。実施にあたっては，市民全員の参カロを期

侍しています。

　今後とも、市民のみなさんの要望に正しく対処し￥

環境の整備・魅力ある諸施策の推進に努力していきた

いと思います。

り

4
△闘

ひ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

懸
♂
灘

鯉瞬紹⑩

　　　　　　　　　　♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

長
郎
会
二
醐
文
体
口
市
関

　　　～みなぎる力　さわやか健康～

　市体育協会では￥総合体育館オープニング

セレモニーとしての全日本女子バスケットボ

ールリーワ戦をはじめ、この記念すべき年に

ふさわしい諸事業を計画しています。

　体協はこの節目の年に．市民各位・体協の

諸先輩の皆様の暖かい御理解と御協力をいた

だきながら￥誠心誠意頑張ります。また，県

からも優秀団体として高く評価されています

ので￥競技力の向上￥市民スポーツの振興に

大いに寄与したいと考えています。

▽　▽

市
制
30
周
年
記
念

昭和59隼度メ堵ンイベン総
澱
潔
　
嚢
、
禦
健
康
都
市
室
書

■市内1周　　　　　　　　　■宣言文の
　駅伝大会　　　　　　　　　全戸配布
■5万市民ラジオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
　体操大集会
　　　　　　匿バスケット撰一灘
　ほか
　　　　　　　β本1フーグ戦

　　　　饗総含体育館無料翻放翻閥憾幾

十日町市総合体育館竣工記念

～市民の健康体指とともに～

　私たち25名の体育指導員は公務員の立場に

あり，「行政と市民の橋渡し」の任を担って

います。市民のみなさんの要望をどしどし聞

かせていただきたいと思います。

　生涯スポーツの推進、地域スポーツクラブ

の育成をはかり，健康で明るく住みよい十日

町市をめざし努力していきたいと思います。

市体育指導委員会

会長庭野雅弘

　　　　　　　　　　数覆難
　中沢　桂1ソ霧が瑚盤洋戴難輔萎

　ジ裂イントコン嚇一齢のお難藩懇’

◆ゼ　き　5月2栂㈱肇後餐酵業縮韓闘場》

◆～麟る　辮畏会館添礁灘、

◆入場耀　繭馨萎盆，藪麗駕磯鐡，認壌鋤

　　　　一選緩鑓灘難
◆主催、、傘臼騒撫難葺ンサ鰍欝協会

　　　’糞i藩欝校擁群窓嚢筆欝町支部1

　　　　十欝臨毒公民館

　4月の交通安全キ童ンペーン

～薪供を交通嚢蘇灘i鑛講織蒙繊議う一

3月中の交難霧敏驚箋難況（踊麟

市町村名 発生件数 死者数 傷者数
十日町市 6（5） O（O） 6（5）

川西町 2（3） 0（O） 2（3）

津南町 1（0） 0（0） 1（O）

中里村 1（0〉 0（0） 1（0）

計 10（8） 0（0） 10（8〉

累　　計 20（2① O（O） 20（諭

、葬離態灘㈱灘騨瑳鍍場．

　　　　　　　　　　韮識調離
　離隼難潟．・・辮蜜購進畿⑳獲調繭慈毯灘㈱
『
導
織 灘灘繍糊薫蒸畢懸藻i魏諜、薬潟霧欝

難権養灘〉物権の移動懸横講簿、羅載調印

灘交i麟懇総ま欝鑓、婁糊⑳裡黛競模鷺鐵蓬

約露惜⑳墾舗撫騰増鞭媒馨辮棄縫繰業を
開麟蓬諜奮．

　餐お、懸難諜懸⑳間⑳疲事務辮嫁．銘豫

蒸玉◎内婦轡雄護麗慈義灘難懸駿一麗鱒番1

　幾表紙写翼》

識玉透析治療纏縷まる
　逡轟臓病患薫の籍め爾義鑑透癒治療を主セ

体お翻謎診療辮1韮戴名称馨購國法撫小千

審総轡病醜購罵灘騒購診療漸〉潔蓬鶏2臼

嚢簸獲式縫業務慈騰編滋叢簸潅。

　鐙礁施設ぽ覇まま灘小筆餐の本駝ま艶通

わ鞍醗親蝶鞍らな漁っ箆懸の癒票薄搬の強

麟要請雄ま鱗まうやくの開設と嚢っ箆もの。

現潅、中魚沼・牽段町地絨には、翻太（蒲

内に縁23太1を越義る患者がお嬢、昼間は

毎日、月・水・金曜日の夜蘭診療も行うこ

と催な簿、関係者絃鎌勤ガ縷ど喜ん懸いま

す。

　な繊難毅診療騰諭鷺饗纏欝藝霧地元医

・締会老話蓬進め饗鞭議輩。

《位置は、拳穣瞬駅繭・鼎信遠農協ビル跡＞
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※
体
力
つ
く
り
㎜
日
運
動
の
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

市
体
育
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　雪消えとともに、屋外体育施設を開放します。

使用申込み受付けは市民体育館で行います。

◆使用料一覧表 （単位：円）

霧
． 毅蕪 鑑　　　発、

練習鞍粥辮 試纏鶏料

一般 禦校 一毅 禁縫

叢鐵鑓雛鱗撫総

　繊撫姦）

日の出～午前8時30分 700 350 1，400 700

午前8時30分～正午 1，000 500 2，000 1，000

午後1時～午後4時30分 1，000 500 2，000 1，000

午後4時30分～日没 700 350 1，400 700

日没～午後10時 700 350 1，400 700

鐵鷲撰灘嶽潔欝

霧隅難賜施護
30分（30分に満たない場
合は30分とする）につき

　　　　　　　シー

2，000 2，000

灘顯織疑球揚
緩濃鶏灘鯛懸醗

糞欝野き蒙揚
i懸懸酸運動燃雛

日の出～午前8時30分 700 350 1，400 700

午前8時30分～正午 1，000 500 2，000 1，000

午後1時～午後4時30分 1，000 500 2，000 1，000

午後4時30分～日没 700 350 1，400 700

欝鞭懸辮鯉

鱒ター運勤叢欝

，日の出～午前8時30分 400 200 800 400

午前8時30分～正午 600 300 1，200 600

午後1時～午後4時30分 600 300 1，200 600

午後4時30分～日没 400 200 800 400

繕灘縫灘饗繍

鱗藤灘譲場

日の出～午前8時30分 400 200 800 400
凝嚢1i欝

午前8時30分～正午 600 300 1，200 600

、i糠i

鐸』騰

・課

　欄、灘叢
　鶏

午後1時～午後4時30分 600 300 1，200 600

午後4時30分～日没 400 200 800 400

欝
闇
繋
辮

一　般 2，000

高校生 1，500

中学生以下 1，000

欝難灘i醐i’

灘
蟻
縣
慈
織
醸
絵
鞍
趣惰
犠
灘

日の出～午前8時30分 1，000 500 2，000 1，000

午前8時30分～正午 1，400 、700 2，800 1，400

午後1時～午後4時30分 1，400 700 2，800 1，400

午後4時30分～日没 1，000 500 2，000 1，000

．饗蕪 利　用　者 使　　　　用　　　　料
雛
・
欝
，
…懇

，1．徽

・・萎繰

　鶏
鰻
撫

学　　　　校
入場料を徴収しない場合の使用料の額に、

その最高入場料金額の50人分を加算した額
．、、糠

一　　　　般
入場料を徴収しない場合の使用料の額に、
その最高入場料金額の80人分を加算した額

謬
覇
スコアボード 1回につき400

放送設備 1回につき400

縫隷灘一蓑・．

盤磁翫

、、欝欝

燃
醐
難
〉
．襲
鶏

日の出～午前8時30分 使用料　1面　200

午前8時30分～正午 〃　　　　　400

午後1時～午後4時30分 〃　　　　　400

午後4時30分～日没 〃　　　　　200

日没～午後10時まで 〃　　　　　400

灘『難馨一蓑
繹闘照購鐵鍛

30分（30分に満たない場
合は30分とする）につき

〃　　　　　300

麺麟難、

難轍灘、

灘
鶏
蹴
㈱
鰭
．
　
照
礫
駕

日の出～午前8時30分 〃　　　　　2QO

午前8時30分～正午 〃　　　　　400

午後1時～午後4時30分 〃　　　　　400

午後4時30分～日没 〃　　　　　200

灘灘灘譲嚢

雛・舞澱鞭

鷺、譲鐵識輸嚢

繕
搬
難
辮

2時間1面1人（一般） 100

2時間1面1人（高校生以下） 50

難
翻
獲
獺

一　般 2，000

高校生 1，500

中学生以下 1，000

　　　市民体育館を開放
　昭和59年度の市民体育館の一般開放を下表のように

行います。特に火・金曜日午後1：00～5：00は、どな

たでも自由に利用できます。

　“余暇を利用し、快い汗を流して健康な毎日を。

　※午前8：30～12：00　午後1：00～5：00

　　夜間…午後5：30～7：30、午後7：30～9：30までの

　　　　割当ては4月25日号でお知らせします。

月 火 水 木 金

午
　
前

ン　（

ル庭
キ
1球
ズ）

ク　（
イ
！
庭
ン
テ
球
ニ
ス
　 ）

ホ　＿

ワ硬
イ　式
ト　テ

ア　ニ
ロ　　ス

1　）

レ　シ

クゴ

リ同

工好
1会

T＿庭

A
球
C ）

午
　
後

轍
羅
1
．1灘滋．、P

高体

　育
齢
　教

者室

■
鱒
般
灘
　
』
懸

募
集
濯
銭
道
会
員

　
　
　
（
雛
餐
馨
齢
）

”
心
と
技
を
磨
き
、
粘
り
強
い
体
力

の
増
進
を
は
か
る
”
　
　
武
道
協
会

で
は
、
新
会
員
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
種
目
　
剣
道
・
居
合
道
、
柔
道
、

空
手
道
、
相
撲

■
定
例
け
い
こ
日
　
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
午
後
7
時
よ
り
武
道
館
で

■
入
会
資
格
　
小
学
生
（
剣
道
の
み

3
年
生
以
上
）
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
　
※
特
に
女
性
歓
迎
（
現
在
の

女
性
会
員
、
剣
道
2
0
名
、
柔
道
1
0
名
、

空
手
道
2
9
名
）

■
申
込
み
　
武
道
館
で
の
定
例
け
い

こ
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

そ
の
時
に
説
明
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　保坂常雄（南鐙坂）
　私の健康づくりはジョギングで汗を流すことです。

週3回程度、約15躍走っています。決めたパターンで

走りますと、汗のでかたにより身体の調子の良し悪し

　　　　　がわかるようになりました。特に睡眠不足

　　　　　　　轍
纏講臆i纏勲

※・学校とは小・中学校及び高等学校をいいます。

　・「入場料を徴収する場合」とは、入場券、有償の会員券、整理

　券またはこれに類するものを発行して使用する場合をいいます。

　・使用者が市外の人の場合は、使用料の5割を増徴します。

　・テニスコートは便利な「年間登録制度」をご利用ください。

と暴飲暴食には気をつけています。

　毎日続けるのは難しいですが、実行でき

そうな目標を立てチャレンジすることこそ

健康への第一歩と考えます。丈夫な身体は

自分で作るものだと思い、気持ちのよい汗
．を流しています。

　中条バドミントンクラブ

　若い人からミドルエイジ
　　　　　　　　　　　《と幅広く。中でも30代の主　冒
婦たちは夕食の後片けを手

早くして体育館へ

象無茜髄員
　午後7時30分から
　中条小体育館で

鷺旭醗木診、。2，）募

ホワイトアロー、

テニスクラブ

酵

　硬式テニスを始めた

い女性の万大歓迎！グ

連絡先　柳　信子

（上川町費57－9328）

「『丁「一
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蔵
内
囎
哨
単
優
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
入
・
転
出
二
百
二
十
二
名

◆
転
入
さ
れ
た
小
・
中
学
校
長
◆

　
治
小
召
倉
日
赤
越
　
宮

　六箇小

米山敏雄

　川治小
山之内義一郎

　八箇小

牛木泰雄

、6〆　　　、9」　　　’6．7

　南　中　　　　中条中　　　　下条小

林鉄雄山田宏高橋暁宣

指導管理主事

高野登吉

　
　
市
庁
舎
内
の
事
務
室
の
位
置
が
一
部
変
更
に

　
農
村
総
合
整
備
対
策
室
は
、
農
林
課
総
合
整
備
係
に
名
称
変
更
し
、

階
東
側
か
ら
三
階
東
側
に
移
り
ま
し
た
。

二

地区指導主事

関　昭司

和
名
昭
四

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ
の

他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ
っ

た
個
人
、
団
体
、
及
び
市
民
の
模
範

と
な
る
善
行
を
し
た
個
人
・
団
体
を

対
象
）
に
基
づ
き
、
次
の
二
十
九
名

一
団
体
を
市
政
功
労
者
に
決
定
し

三
月
三
十
一
日
市
役
所
に
お
い
て
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

●
自
治
功
労

　
小
海
徳
治
（
四
日
町
二
）
滝
沢
重

治
（
四
日
町
二
）
小
林
正
俊
（
械
之

古
東
）
根
津
新
作
（
上
川
町
）
橋
本

貞
一
（
新
水
）
小
宮
山
達
男
（
慶
地
）

岡
村
清
一
（
錦
町
二
）
尾
身
武
志
（
鉢

二
）
遠
田
金
市
（
川
治
下
町
三
）

池
田
作
三
（
田
川
町
一
　
樋
熊
良
作

　
（
中
町
）
渡
辺
成
市
（
本
町
五
）

池
田
士
郎
（
本
町
七
－
二
）
俵
山
利

　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
員
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
異
動
規
模
】
■
十
日
町
市
　
合
計

百
三
名
　
・
課
長
級
…
十
三
名
・
課

長
補
佐
級
…
十
六
名
・
係
長
級
…
二

十
五
名
・
一
般
職
貫
…
四
十
九
名

■
広
域
事
務
組
合
…
四
十
名
　
■
衛

生
施
設
組
合
…
四
名
　
　
（
　
）
内
は

旧
任
【
十
日
町
市
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

雄
（
川
治
上
町
）
関
口
秀
夫
（
高
田

町
五
）
小
海
ヨ
シ
（
高
田
町
四
）

●
教
育
・
文
化
功
労

　
新
保
広
大
寺
保
存
会
　
田
口
芳
孝

（
袋
町
中
）

●
産
業
功
労

　
福
崎
彦
造
（
田
麦
）
田
川
末
次
（
五

軒
新
田
）
池
田
御
代
（
轟
木
）
関
口

滝
三
（
泉
町
）
樋
熊
貞
利
（
新
座
四
）

柳
喜
久
男
（
大
黒
沢
一
）

●
福
祉
功
労

　
小
林
賢
秀
（
川
原
町
）

●
保
健
衛
生
功
労

　
大
島
義
隆
（
川
原
町
）

●
防
災
功
労

　
橋
本
常
市
（
新
水
）
田
村
喜
作
（
諏

訪
町
）
小
林
賢
祐
（
津
池
）

●
寄
付

　
関
口
潔
（
加
賀
糸
屋
町
）

、
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
￥
￥

　
課
長
級

　
●
社
会
福
祉
事
務
所
長
　
小
海
秀

夫
（
監
査
委
員
事
務
局
長
・
公
平
委

員
会
書
記
長
）
●
建
設
課
参
事
・
工

事
検
査
員
　
庭
野
由
造
（
建
設
課
長

補
佐
）
●
下
水
道
課
長
　
田
村
猛
（
水

道
局
長
）
●
会
計
課
長
　
岩
田
久
雄

（
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
総
務

　
　
　

部
長
）
●
水
道
局
長
　
吉
田
実
（
下

水
道
課
長
）
●
監
査
委
員
事
務
局
長
・

公
平
委
員
会
書
記
長
　
高
橋
輝
雄

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
●
農
業

委
員
会
事
務
局
長
　
金
沢
重
夫
（
社

会
福
祉
事
務
所
長
）
●
公
民
館
長
．

社
会
教
育
課
長
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
・

i
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
．

博
物
館
長
　
田
村
達
夫
（
公
民
館
長
．

社
会
教
育
課
長
・
少
年
育
成
セ
ン
タ

i
所
長
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）

●
教
育
委
員
会
指
導
管
理
主
事
　
高

野
登
吉
（
新
採
用
）
●
商
工
課
参
事

湯
沢
俊
夫
（
商
工
課
長
補
佐
・
商
業

観
光
係
長
）
●
中
央
学
校
給
食
共
同

調
理
場
参
事
・
場
長
　
大
島
富
士
雄

　
（
同
副
場
長
）
●
水
沢
学
校
給
食
共

同
調
理
場
参
事
・
場
長
　
村
山
公
一

（
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
参
事
．

場
長
）

　
【
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
】

　
部
長
級

　
●
消
防
監
・
消
防
長

　
●
消
防
監
・
消
防
長
　
牧
野
健
（
消

防
司
令
長
・
消
防
長
）

　
課
長
級

　
●
消
防
司
令
長
・
消
防
署
長
〔
警

防
課
長
〕
　
小
川
徳
七
（
消
防
司
令
・

消
防
署
長
〔
警
防
課
長
〕
）
●
消
防

司
令
長
・
予
防
課
長
　
藤
田
徳
治
（
消

防
司
令
・
予
防
課
長
〔
通
信
救
急
課

長
〕
）
●
消
防
司
令
長
・
総
務
部
長

〔
総
務
課
長
〕
　
大
関
和
夫
（
市
・

市
民
生
活
課
課
長
補
佐
）
●
消
防
司

令
・
通
信
救
急
課
長
〔
次
席
〕
　
涌

井
義
雄
（
消
防
司
令
補
・
次
席
〔
小

隊
長
〕
）

　
退
職
者

　
池
田
士
郎
（
十
日
町
地
域
清
掃
公

社
設
立
準
備
室
長
）
・
小
林
正
利
（
教

育
委
員
会
指
導
管
理
主
事
）
．
俵
山

利
雄
（
会
計
課
長
）
・
関
口
秀
夫
（
水

沢
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）
．
池

田
清
（
博
物
館
長
）
・
小
海
ヨ
シ
（
市

民
生
活
課
）
・
山
口
節
子
（
社
会
福

祉
事
務
所
）
・
丸
山
和
江
（
鐙
島
保

育
所
）
・
池
田
信
栄
（
飛
渡
第
一
小

学
校
）
・
池
田
マ
サ
ェ
（
十
日
町
小

学
校
）
・
春
日
ヨ
ヒ
（
吉
田
小
学
校
）
．

須
長
桂
子
（
中
央
学
校
給
食
共
同
調

理
場
）
・
桑
原
ヨ
ネ
（
中
央
学
校
給

食
共
同
調
理
場
）
・
渡
辺
成
市
（
総

務
課
）
・
庭
野
義
雄
（
十
日
町
市
川

西
町
衛
生
施
設
組
合
副
参
事
）
．
保

坂
幸
一
（
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施

設
組
合
）
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子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

　
　
　
あ
な
た
も
是
非
ご
参
加
を
〃

　
十
日
町
市
博
物
館
は
、
今
年
四
月
で
開
館
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
の

入
館
者
は
約
十
二
万
人
（
年
間
約
二
万
五
千
人
）
で
、
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
、

博
物
館
は
、
い
わ
ば
十
日
町
市
の
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
に
と

っ
て
博
物
館
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
五
周
年
を
機
会
に
妻
有
（
十

日
町
地
方
）
の
文
化
を
さ
ぐ
り
な
が
ら
、
博
物
館
の
も
つ
意
味
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
代
社
会
が
病
む
、
青
少
年
や
家
庭
、
学
校
等
の
問
題
は
、

そ
う
し
た
地
域
の
根
源
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
子

ど
も
を
お
も
ち
の
ご
両
親
、
学
校
関
係
者
や
P
T
A
、
文
化
団
体
な
ど
な
ど
、

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
　
四
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時
三
〇
分

●
会
場
　
十
日
町
市
市
民
会
館
ホ
ー
ル
（
学
校
町
）

●
内
容
　
妻
有
（
十
日
町
地
方
）
の
文
化
を
考
え
る

　
　
　
　
妻
有
の
文
化
と
は
何
か
。
そ
の
中
か
ら
何
を
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た

　
　
　
　
ち
に
引
き
継
い
で
い
っ
た
ら
よ
い
か
。

●
講
師
　
春
日
由
三
、
玉
井
成
光
、
竹
内
道
雄
、
佐
野
良
吉
、
滝
沢
栄
輔
（
司

　
　
　
　
会
）
の
各
氏

●
入
場
　
無
料
　
博
物
館
展
示
解
説
書
「
歴
史
」
編
を
全
員
に
差
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
学
校
教
授
、
山
形
大
講
師
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
寺
住
職
、
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
、
妻
有
の
文
化
遺
産
を
守
る
会

春
日
由
三
（
か
す
が
・
よ
し
か
ず
）

　
一
九
一
一
年
生
、
N
H
K
専
務
理

事
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
理
事
長
・

　
　
　
　
　
レ

十
日
町
市
長
等
歴
任
、
日
本
民
謡
協

会
理
事
長
、
著
書
「
体
験
的
放
送
論
」

「
ア
ン
テ
ナ
は
花
ざ
か
り
」
等
。

玉
井
成
光
（
た
ま
い
・
な
り
み
つ
）

　
一
九
一
一
年
生
、
県
社
会
教
育
主

事
、
新
潟
大
学
教
授
等
歴
任
。
前
橋

育
英
短
大
教
授
、
著
書
「
教
育
者
の

心
」
　
「
教
師
の
タ
イ
プ
」
　
「
出
稼
ぎ

と
ハ
タ
織
り
」
「
社
会
教
育
入
門
」
等
。

竹
内
道
雄
（
た
け
う
ち
・
み
ち
お
）

　
一
九
二
二
年
生
、
長
岡
工
業
高
等

長
、
著
書
「
道
元
」
「
日
本
の
禅
」
等

佐
野
良
吉
（
さ
の
・
り
ょ
う
き
ち
）

　
一
九
二
五
年
生
、
県
教
育
委
員
会

主
事
、
市
公
民
館
主
事
、
市
商
工
課

長
等
歴
任
、
織
物
組
合
専
務
理
事
、

県
民
俗
学
会
評
議
員
、
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
、
著
書
「
妻
有
郷
」

滝
沢
栄
輔
（
た
き
ざ
わ
・
え
い
す
け
）

　
一
九
二
四
年
生
、
滝
文
工
業
取
締

役
、
十
和
代
表
取
締
役
、
市
教
育
委

員
等
歴
任
、
市
博
物
館
協
議
会
副
会

長
、
著
書
「
十
日
町
織
物
の
歩
み
」

「
雪
と
織
物
の
十
日
町
」
等
。

　
　
　
■
四
月
二
十
九
日

　　　　2　　藤　　　　蕊　　　　懲ミ1岱蒲
筆

園
M
烹
菅
持
　
・
口
一
菰
＼
へ
ぎ
、
汽
－
い
“
∴
∵
一

支
｝

　
博
物
館
で
は
、
市
制
施
行
三
〇
周

年
及
び
博
物
館
開
館
五
周
年
を
記
念

し
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
十
日
町

の
あ
ゆ
み
展
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
が
ど
の
よ
う
な
歩
み
で
今

日
に
い
た
っ
た
か
、
貧
し
い
時
代
の

暮
ら
し
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
子
ど

も
た
ち
か
ら
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
十
日
町
市
の
近
・
現
代
史
を
写
真

で
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
昔
の
写
真
の
収
集
を
始

め
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
面
白
い
写
真
が
多
く
集
ま

っ
た
場
合
は
、
ま
た
、
写
真
集
の
刊
行

も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
の
際
、
も
う
一
度
お
宅
の
ア
ル
バ

ム
を
め
く
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
明
治
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
頃
ま
で

の
十
日
町
（
地
区
を
含
め
）
の
様
子
、

や
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
が
わ
か
る
写

真
（
絵
ハ
ガ
キ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

も
）
な
ら
何
で
も
サ
っ
こ
う
で
す
。

●
た
と
え
ば
、
町
通
り
、
公
共
施
設
、

　
町
の
で
き
ご
と
、
機
織
り
、
農
業

　
そ
の
他
の
仕
事
、
人
生
儀
礼
、
催

　
し
、
年
中
行
事
、
お
祭
り
、
学
校

　
の
様
子
、
子
ど
も
の
遊
び
、
大
雪
、

舟
、
水
害
の
様
子
、
戦
中
戦
後
の

　
暮
ら
し
、
青
年
団
活
動
、
選
挙
の

　
様
子
な
ど
な
ど
、
な
つ
か
し
い
も

　
の
、
め
ず
ら
し
い
も
の
。

搏
物
鍵
鍵
料
あ
9
撚
と
う
こ
ぎ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
～
三
月
分
・
敬
称
略
）

灘
　
泌
、
欝
嚇
識
睡
購
〉

府
索
撫
黛
郷
土
館

新
潟
圓
報
事
業
裡

欝茂根赤盤

弗野灘羽野
．
撫
p
、
鰻
鐵
穰
蒋
叢
蒙
糊

蕪
　
灘
灘
糞
欝
小
掌
絞
）

灘
　
　
｛

“
騰
籔
本
騨
憲

蒙
．
灘
懲
矧
欝
町
）

溝
選
鐙
灘
籔
鋤
谷
》

幽
裁
考
叢
業
稀
究
鷺
－

籔
野
辮
繊
博
物
館

（
天
皇
誕
生
日
）
は
開
館
い
た
し
ま
す
。

●
写
真
に
は
、
撮
影
年
代
、
説
明
、

　
所
有
者
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
写
真
は
博
物
館
で
複
写
し
た
の
ち
、

　
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

●
都
合
悪
い
場
合
は
、
連
絡
い
た
だ

　
け
れ
ば
参
上
い
た
し
ま
す
が
、
で
き

　
れ
ば
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
写
真
の
選
択
は
、
博
物
館
に
一
任

　
く
だ
さ
い
。

●
6
月
下
旬
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
送
り
先
は
、
十
日
町
市
博
物
館
（
市

　
内
西
本
町
一
、
電
話
五
七
－
五
五

　
三
一
）
で
す
。

　
　
ゆ

黒
稲
田
実
業
学
校
高
等
部

大
久
保
　
　
健
（
新
座
四
）

津
繭
町
役
場
総
務
諜

董
福
岡
甫
立
歴
史
民
俗
資
料
館

埼
玉
県
立
博
物
館

㈱
蒸
嫁
灘
ル
研
究
所
、

幽
．
幽
軍
平
（
黍
璽
毒

轟
、
．
麟
隷
欝
鱒
燃
灘
繭
縫
雛

、
幽
蓬
渓
餐
鮭

．
莚
欝
瞬
郷
畿
資
料
館

　丁



＿＿』上

購昭和59年4月10日 とお』げ夢3 （8）

自動車文庫

輪o

㌧ま
侍ちに侍った春の訪れとともに

“こだま号“が動き出します。

どうぞ，お気軽にご利用ください。

十日町市公民館
　（盈57－5011番）

ステーションと時間割
地　区 日・曜 ス　　テ 一　　シ　　ョ ン　　と 時　間

六　箇 第1・3
田　　　麦 城　之　古

3：00～3：30 3：50～4：20

城之古 月　　曜 六箇小学校 城之古分館

飛　渡 第1・3 新　　　水
山　新　田 枯　木　又 泉　　　町 春　日　町 美　雪　町

12：30～1：10 1：30～2：00 2：30～3：00 5：20～6：00 6：10～6：50 7’：OO～7：40

夜間① 火　　曜 飛一小学校 飛二小学校 枯木又分校
大勇仏具店倉庫前 春日公園 美雪公園

第1・3 漉　　　野
水　　　口 岩　　　野 原 上　新　田

下　条 1：05～1：30 1：50～2：20 2：40～3：10 3：20～3：50 4：00～4：30

水　　　曜 東下組小学校 下組分館 岩野クラブ 小林　良章宅 上新田分館ぐ

第1・3 南ケ丘団地
幸　　　町 水　　　沢 馬　　　場 大　黒　沢

水　沢 1：30～2：00 2：10～2：40 2：50～3：20 3：30～4：00 4：15～4：45

金　　曜 三恵堂前 妻有荘老人ホーム 丸山醤油 馬場小学校 大黒沢団地

第2・4
北　新　田 谷　内　丑 池　之　平 川治上町

川　治 1：40～2：10 2：20～2：50 3：10～3：40 4：00～4：30

月　　曜 だいせい食堂 集　会　所 八箇小学校 新川屋建設

十日町 第2・4 本町7の2 上　川　町 稲荷町3南
住　吉　町 稲　荷　町 西　本　町 南新田町

1：40～2：10 2：20～2150 3：00～3：30 3：40～4：10 5：20～6：00 6：10～6：50 7：00～7：40

夜間② 火　　曜 染色整理組合 第四銀行寮 大掛商事 関口　秀雄宅 東武運輸跡 西小学校 市営住宅

第2・4 新　　　座
上　　　原 中　　　町 四　日　町 本町qの3

中　条 1：20～1：50 2：00～2：30 2：40～3：10 3：30～4：00 4：10～4：40

水　　　曜
辰巳建設 大熊　勇二宅 円通寺前 二瓶砂利車庫 大津　　実宅

第2・4
南　鐙　坂 高　　　島 鉢 山　　　谷 稲　　　葉

吉　田 12：50～1：30 1：40～2：10 2：30～3：00 3：20～3：50 4：00～4：30

金　　曜 鐙島小学校 涌井コンクリート 真田小学校 吉田小学校 児玉建設前

㊨㊨㊤㊨鱒鯵㊥
　健康管理を目的として開室以来、5年になりま

す。楽しく、足もみ、手もみなどの全身の運動を

しています。

　約2時間もすると心身ともに爽快に　　　。

だれにでもできる体操です。どなたでもお気軽に

おいでください。

　時々、東京の本部から講師を招いて型直しなど

の新しい健康情報を得ています。

※毎週水曜日　夜7：30～9：30

※会場は市民会館で行っています。

※会費2，000円（毎月）

※申込み・問い合わせは本町3大島敬子さんへ

　　　　　　　　　（盈52－2219番）

姑」など…明るい家庭を築くためにこれらの問題で考

え、悩むことはありませんか。

　母親自身が家庭というものをふりかえらなければな

らないと考え、そ．のために何をすべきかを考えるのが

このグループです。

　東京家庭教育研究所の講師をまじえて話し合ってみ

ませんか。

●と　き　毎月、，第3水曜日　夜7：00～9：00

●ところ　市民会館第5集会室

　　　　※会費500円（10回コース）

●申込み、問い合わせは、市村恵子さん（費52－4441

　番）籾山庄子さん（暦52－2710番）へ

翻
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．
藁
懸
懸
灘
灘
繕
齢
葉

　
市
観
光
協
会
が
募
集
し
て
い
た
、

「
第
五
回
カ
ラ
ー
四
季
の
十
日
町
写

真
コ
ン
■
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
、
三
月

二
十
六
日
に
行
わ
れ
、
阿
部
清
さ
ん

（
市
内
泉
町
）
の
作
品
が
写
真
大
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

写真大賞「押合いまつり」

　阿部　清（泉町）

　
今
回
か
ら
”
春
・
夏
・
秋
の
行
事
・

風
俗
・
風
景
”
部
門
が
設
け
ら
れ
、

最
高
の
七
百
五
十
七
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
審
査
員
の
羽
賀
康
夫
さ
ん
（
日
本

写
真
家
協
会
々
員
）
は
、
「
量
的
に
も

前
回
を
上
回
り
、
内
容
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
い
た
が
、
今
一
歩
突
っ

込
み
が
不
足
で
迫
力
に
乏
し
い
も
の

も
多
く
見
ら
れ
た
。
・
写
真
作
品
は
、

美
し
さ
に
厳
し
さ
が
加
味
さ
れ
て
真

に
秀
れ
た
も
の
と
な
る
。
次
回
に
向

け
て
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
一
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

写
真
大
賞
　
阿
部
清
（
泉
町
）
　
「
押

合
い
ま
つ
り
」

　　　犬の登録と注射についてのお知らせ

　　昭和59年度第1回目の狂犬病予防注射及び未登録犬の

　登録を裏面日程表の通り実施しますので都合のよい会場

　においでください。

　　※対象となる犬　生後3ヵ月以上の犬
　　※持参するもの　（1）この申込書

　　　　　　　　　　（2）印　鑑

　　　　　　　　　　（3）料　金

　　　　　　　　　　　昭和59年度登録料…2，100円

　　　　　　　　　　　済票交付手数料………360円

　　　　　　　　　　　注　射　料…………1，250円

蜜　　 計3，710円
　　　つり銭のいらぬ様御用意ください。

2　　　　　　犬の登録、注射卓込書

町　　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　・　　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　　中　　・　小

き
　
　
　
り
　
　
　
と
　
　
　
り

特
選
　
渋
谷
千
次
（
吉
田
町
）
　
「
開

幕
」
　
内
田
道
幸
（
西
本
町
一
）

「
雪
ピ
下
し
ω
」
　
樋
口
信
二
（
高

田
町
三
東
）
　
「
蓮
の
宴
」

入
選
　
内
田
道
幸
　
関
口
芳
文
（
本

町
六
の
三
）
　
樋
口
信
二
　
高
橋
洋

一
（
川
原
町
）
　
高
橋
憲
一
（
高
田

町
四
）
　
桑
原
清
作
（
山
本
町
二
）

春
川
喜
代
正
（
田
川
町
二
）
　
梧
沢

政
治
（
中
条
峠
）

努
力
賞
　
関
口
芳
文
　
春
川
喜
代
正

宮
沢
健
二
（
小
黒
沢
）
　
徳
永
重
信

（
稲
荷
町
三
本
通
り
）
　
樋
口
信
二

内
田
道
幸
　
高
橋
憲
一
　
石
川
哲
司

（
田
川
町
一
）
　
阿
部
清
　
梧
沢
政

二
－
入
選
・
努
力
賞
は
市
内
入
賞

者
の
み

1
入
賞
作
晶
展
－

　
五
月
八
日
～
三
十
一
日
　
午
前
九

時
～
午
後
六
時
　
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Nα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　，　　　　　　　　一　　　　　　　　騨　　　　　　　一　　　　　　　，　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　甲　　　　〇　　　　一　　　　卿　　　一　　　一　　〇　　一　　一　一　”　一
一一

線
－
：
－
：
－
：
－
：
－
：
－
：
－
：
：
：
・
：
：
－
：
：
ー
：
一

難鞭驚響嚢鞭鍵毒　　　講．蝿1震1葦

饗繋、欝購繋筆讐鄭鵬欝鞭
嚢藝難難馨灘難韓響輻蕪鑛蓉蟻鶴糠灘整簸薄響藷懸除難蒙鋸』

雛響灘灘灘欝雛警謙叢籍…馨…嚢麗撫籔禦甜灘欝聾1騨騰鞭驚撫魏

響難塑欝難鶴縫．鱗難灘難灘．
灘驚灘礫難灘懸灘灘，灘纏難，繋灘叢馨繋蕪灘鐙灘．蒙、

焼　　物
入　　門

花びん、茶わんなど手づくりの
陶芸を楽しみます。

毎週火曜日
4月24日（夜〉～『

きょうの

料　　理
NHKのテキストを使いながら
の学習です。

月1～2回
4月18日（夜）～

味　　の
手ほどき

和・洋・中華等プロの味を教え
ます。

月1～2回
4月20日優）～』

鰹懸難鐵・叢観騨露欝…麟認羅癖鱗蕪耀髭騨潔
騰覇麟戴難纏1灘纏瀬欝嚢類騨蘇騰蓬欝欝讐難羅、

市
民
芸
能
祭
参
加
団
体
募
集
〃
髄

期
日
夏
の
部
六
月
二
十
四
日
㈲

秋
の
部
　
十
月
二
十
一
日
㈲
　
※
参

加
は
い
ず
れ
か
一
回
に
限
り
ま
す
。

会
場
　
十
日
町
市
市
民
会
館

出
演
団
体
　
市
内
ア
マ
チ
ュ
ア
の
芸

能
団
体
・
グ
ル
ー
プ

出
演
時
間
　
一
団
体
十
五
分
以
内

申
込
み
先
　
四
月
三
十
日
ま
で
に
公

民
館
本
館
ま
た
は
地
区
公
民
館
へ

問
合
せ
先
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

事
業
係
（
智
五
七
－
五
〇
一
一
）
へ

第
39
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会
出
品
規
定

搬
入
受
付
　
五
月
十
九
日
・
二
十
日

の
両
日
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

受
付
場
所
　
囹
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
道
…
県
美
術
博
物
館
　
囹
日
本
画

…
大
和
新
潟
店
　
回
版
画
…
新
潟
三

越
　
囹
写
真
…
ダ
イ
エ
i
新
潟
店

作
晶
　
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

各
部
門
と
も
一
人
三
点
以
内

出
品
手
数
料
　
各
部
門
と
も
一
点
三

千
円
、
一
点
増
す
ご
と
に
千
円

発
表
　
五
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日

付
新
潟
日
報
紙
上
で

問
合
せ
先
　
十
日
町
市
市
民
会
館

（
盈
五
七
－
五
〇
一
一
）
へ

労
働
保
険
の
欝
瓢
雛
続
毒
を

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
昭
和
五
十
八
年
度
の
確
定
保

険
料
と
五
十
九
年
度
の
概
算
保
険
料

の
申
告
、
納
付
手
続
き
は
四
月
一
日

か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先
　
十
日
町
公
共
職
業
安
定

所
（
費
五
七
i
二
四
〇
七
）
へ

公
關
発
鞘
教
肇
開
催

　
　
　
　
（
％
・
％
…
3
回
）

日
時
　
囹
四
月
二
十
一
日
（
土
Y

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

囹
四
月
二
十
二
日
（
日
）
午
前
　
九

時
～
正
午
　
午
後
　
一
時
～
四
時

会
場
　
十
日
町
市
理
科
教
育
セ
ン
タ

ー
（
十
日
町
中
学
校
内
）

活
動
　
紙
ト
ン
ボ
・
た
こ
等
の
製
作

参
加
料
は
無
料

問
合
せ
先
　
十
日
町
少
年
少
女
発
明

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
十
日
町
中
学
校
内

智
五
七
－
二
三
〇
六
）
へ

地
域
笹
欝
蝿
譲
礁
融
糞
旗
々
を

　
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
で

は
、
町
内
、
部
落
、
校
区
な
ど
の
小
中

学
生
で
組
織
し
て
い
る
子
ど
も
会
で
、

①
人
数
は
十
五
人
程
度
以
上
、
②
活

動
は
計
画
的
に
年
間
を
と
お
し
て
、

③
育
成
者
（
大
人
）
の
組
織
が
あ
り
、

市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
（
市
子
連
）

に
加
盟
し
た
子
ど
も
会
に
会
旗
を
さ

し
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
該
当
す
る

子
ど
も
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
四
月

二
十
五
日
ま
で
に
市
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
内
、
市
民
会
議
事
務
局
（
智
五
七

－
八
九
一
八
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

π
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昭和59年度第1回犬の登録と注射日程

き
　
り
　
と
　
り
　
線
－
－
－
」
：
；
：
－
：
：
：
－
－
ー
－
：
：
：
－
：
ー
ー
：
－
」

月／日（曜） 地区 会　　　場 時　　間

％
（月）

川　　治 川治地区公民館 10：30～11：30

吉　　田

吉田集会所 13：30～13：40

就業改善センター 13：50～14：20

高島集会所 14：30～14：40

真田小学校 14：50～15：00

名ヶ山小学校 15：10～15：20

％
（
幻

十日町・川治 美　雪　公　園 10：30～11：30

中　　条 大井田公民館 13：30～14：30

中　　条 中条公民館 10：30～11：30

下　　条 下条公民館
13：30～14：20

東下組生活改善センター 14：40～15：00

％
㈱

十日町 十日町市民体育館 10：30～11：00

六　　箇 羽　根　川　荘 13：30～14：00

八　　箇
八箇小学校 14：30～15：00

関根集会所 15：10～15：20

水　　沢

　魯

水沢公民館 10：30～11：30

馬場飼育所 13：30～14：10

野中小学校 14140～15：00

％
㈲

中　　条 新水克雪センター 13：30～13：50

十日町 赤倉小学校 14：30～14：40

にが

　
　
　
ー
　
　
月
力
ら
ー

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
四

月
か
ら
月
額
六
千
二
百
二
十
円
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
の
財
政
は
、
受
給
者
の

み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
納
め
て
き
た

保
険
料
と
現
在
働
い
て
い
る
人
達
が

負
担
す
る
保
険
料
、
国
の
負
担
な
ど

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
円
滑
に
年
金
が
支
払
わ

れ
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
引
き
上

げ
が
不
可
欠
な
要
件
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す

る
た
め
に
、
ま
た
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め

に
、
今
後
の
保
険
料
改
正
に
つ
い
て
、

加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
十
日
町
市
消
費
者
協
会
総
会

日
時
四
月
二
十
日
働
午
後
一
時

会
場
　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
　
経
済
部
商
工
課
（
奮
五

七
－
三
一
一
一
内
線
二
三
〇
）
へ

臨
懸
欝
影
驕

逓
獺
顯
縫
鰐
獅
轡
請
を

　
県
で
は
、
設
備
の
近
代
化
を
計
画

さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、

無
利
子
の
設
備
資
金
の
貸
付
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
経
済
部
商
工

課
（
盈
五
七
－
三
一
一
一
内
線
二
三

〇
・
二
三
一
）
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♪
、
”
　
　
、
静
、
聯
盤
軍
罫

持
轟
難
驚
付

資
金
使
途
　
木
造
住
宅
の
建
設
資
金

（
新
築
購
入
・
増
改
築
を
含
む
）

貸
付
対
象
者
　
・
給
与
所
得
の
み
の

人
…
前
年
一
年
間
の
収
入
金
額
が
五

百
万
円
以
下
　
・
そ
の
他
の
人
…
前

年
一
年
間
の
所
得
金
額
が
三
百
五
十

五
万
円
以
下

貸
付
限
度
額
　
・
新
築
　
四
百
万
円

国
舞
健
簾
爆
険
鱗
仮
算
定
漏
灘
講
讐
難
課
粉
お
知
轟
避

　
昭
翻
灘
繋
縄
隼
震
鱒
翻
羅
健
康
繰

険
繋
の
第
心
翻
災
納
期
限
、
簸
鶏
　

澱
驚
瀬
第
護
翻
繍
嚢
潟
讐
轟
簸
灘
の

納
轍
選
翻
書
懸
、
懸
薄
毒
寒
灘
構
懸

灘
麗
懸
業
葛
姦
選
縷
癒
難
藻
難
瀞
、

擦
験
繋
紛
繋
曜
翔
獅
繍
蘇
羅
欝
響

建
資
麓
雛
額
欝
鑑
難
繧
叢
薦
馨
縢
逡

灘
難
馨
諜
讐
蕩
醗
饗
、
暫
驚
駒
権
蓋

撫
叢
薙
獲
の
繰
醗
料
額
懸
愚
蕊
礒
謙

鐸
懸
懸
繋
騰
薩
鰻
懸
藻
纏
羅
、

　
灘
毒
蝿
薙
慶
懸
灘
療
鷺
⑳
欝
然
禰

，
等
儀
灘
鞍
繕
叢
驚
穫
度
㊨
騨
き
墨
礫

懸
灘
願
縢
謙
覆
鑑
叢
醸
譲
燈
鍵
態
羅

難
鰯
欝
難
…
騰
叢
．

・
増
改
築
　
百
万
円

利
率
及
び
償
還
期
問
　
年
六
・
○
％

十
年
以
内

受
付
期
間
　
四
月
二
日
（
月
）
か
ら

四
月
二
十
八
日
（
土
）
ま
で

申
込
書
の
頒
布
・
受
付
　
市
内
各
金

融
機
関

問
合
せ
先
　
建
設
部
建
設
課
建
築
住

宅
係
（
智
五
七
－
三
二
一
内
線
二

六
二
）
へ

闇
糞
懸
鑑
　
辮
撮
部
繰
健
衛
塗
諜
國

礫
撫
蕪
懸
蕊
灘
ー
欝
難
心
一
灘
線
蓋

㊤
繭
・
蓋
◎
盤
膨
難

　国民健康保険料の仮算定計算例

期別料額＝前年料額X1．05×青〈百円未満切捨て＞

たとえば

前年料額（1世帯）75，000円

今年度納期数　　　　6回

仮徴収する納期　　　第1期、第2期

仮徴収する限度額　37，500円（75，000円×去）

第1期及び第2期の仮徴収額は、

75，000×1．05×青＝13，125円（百円未満切捨て）

　　（引き上げ分）

従って第1期額13，100円、第2期額13，100円となり

ます。

騒
醗
欝
響
欝
，

　
昭
和
五
十
八
年
度
分
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
三
月
十
五
日
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
申
告
し
た
税
金
が
少
な

か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は

「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

逆
に
、
申
告
し
た
税
金
が
多
か
っ
た

と
き
は
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
十
日
町
税
務
署
（
高
田

町
3
西
　
智
五
二
i
三
一
八
一
）
へ

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
春
川
（
新
座
）
　
千
円
…
ア
フ

リ
カ
か
ん
ば
つ
に
▼
内
藤
直
義
（
椌

木
）
　
千
円
　
▼
木
内
聡
子
（
本
町

7
の
2
）
　
三
万
円
…
国
際
交
流
・

文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
へ
▼
野
上
友
一

（
高
島
）
　
二
万
円
…
香
典
返
し

▼
羽
根
川
荘
利
用
者
　
千
二
百
六
十

四
円
　
▼
羽
根
川
荘
睦
会
　
五
千
円

お
茶
…
羽
根
川
荘
へ
▼
ビ
ク
ト
リ
ー

四
千
五
百
五
十
円
　
▼
花
園
グ
ル
ー

プ
　
三
万
五
百
円
…
障
害
者
福
祉
へ

▼
稲
和
会
　
五
千
円
…
つ
く
し
園
へ

五
千
円
…
仲
間
の
家
へ
▼
市
総
務
課

千
八
百
三
十
一
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
十
八
日
㈱
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
　
下
条
栄
町
の
一
部
　
▼

四
月
二
十
日
働
　
午
前
九
時
～
正
午

池
之
尻
、
漆
島
の
全
部
　
▼
四
月
二

十
七
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

江
道
の
一
部
　
猿
倉
、
津
池
、
菅
沼
、

大
池
、
赤
倉
の
全
部
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∠
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／
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隔
／
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（
・

戸
　
　
．

郵
、

ん
乳
「
彰

、
“
ぐ
し

　
琴
シ
亀
ひ
ご
・
、
で
…

あ
防
ろ
り
｛
煽
し
ヒ
．
￥

　
ゼ
ワ
び
ゃ
η
一
り
！

／謬

薗
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
ノ

噛
　
　
臼
、

鳳
じ
入
挙
礼
劉
、
，

地
珠
儀
リ
サ
泉

噂
味
が
あ
う
名
　
　
　
」

／

　
　
，
擁
／
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
．
講
弱

！
ー
・
厩
俸
善

鳥
　
　
勉
ぐ
⑪
菰

　
　
（
覧
　
勿
佑
．

　
　
　
　
ル
　
　
ヂ
　
ロ

　
　
　
　
．
茎

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

男
，
、
．
芝

逢
・
‘
猟

　
　
　
　
　
ζ
　
）

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
‘
タ

　
　
　
　
　
／

　
四
月
一
日
現
在
の
当
市
の
人
口
は

四
万
八
千
六
百
四
十
一
人
で
、
三
月

に
比
較
し
て
三
百
六
十
八
人
の
減
少

で
す
。
こ
の
時
期
は
、
高
卒
者
の
市
外

転
出
等
の
要
因
で
毎
年
減
少
を
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
の
同
じ
比
較
で
百

七
人
も
多
か
っ
た
こ
と
が
今
年
の
特

徴
。
企
業
誘
致
等
の
施
策
を
積
極
的

に
進
め
る
う
え
で
も
重
視
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
数
字
で
も
あ
り
ま
す
。

■市勢／世帯数12，297／推計人ロ…48，123人（男23，566人・女24，557人）※基本台帳人口48，641人（4月1目現在）


